
食農学類教員会議（第 71回）議事要録 

 

日時：令和５年 10 月 11日（水） １３時５０分～１４時５０分 

場所：食農学類研究棟１階 みらいホール   

   13 時 30 分から、コンプライアンス教育研修（講師：松田評議員）を実施 

 

第 70回教員会議の議事要録について原案のとおり確認した。 

 

【審議事項】 

１．令和６年度総合型選抜第１次選抜の合否判定について 

入試委員長より、資料１－１（当日投影）に基づき、提案があり、了承された。 

２．令和 7年度入試対応に関する予告（令和 5年度公表）について 

神宮字評議員より、資料１－２（当日投影）に基づき、旧教育課程履修者への対応等の 

 提案があり、了承された。ペーパーインタビューについては次回教員会議に諮りたい旨、 

 説明があった。 

３．令和５年度非常勤講師計画について  

原田教務委員長より、資料１－３に基づき、提案があり、了承された。 

４．令和５年度研究員（プロジェクト）について 

学類長より（申請者：小山教員欠席のため代替説明）、資料１－４（当日投影）に基づき、 

 提案があり、了承された。 

 

【報告事項】 

１．第 405 回教育研究評議会（9/26）、第 191回運営会議（10/10）等の報告について 

学類長より、資料２－１に基づき、報告があった。（資料は会議運営サイトを参照） 

①第 405回教育研究評議会（9/26） 

・令和４年度中期目標・中期計画並びに本学独自の計画に基づく運営計画の自己点検・評価報 

 告書（案）について報告があった。 

・福島大学名誉教授の称号授与について、食農学類からの推薦者が了承された旨、報告があった。 

・令和６年度国立大学法人運営費交付金概算要求額の伝達等について報告があった。 

・令和５年度監事監査計画について、食農学類ヒヤリング日程（１１月１３日）の旨、報告が 

 あった 

②第 191回運営会議（10/10） 

・福島大学における定年引上げ等への対応について、主に事務職員に係る６５歳定年（段階的 

 引き上げ、主事相当（原則）、給与の割合）について説明があった。 

・新型コロナ５類移行後の消毒液の設置について、消毒液を設置する場合は避難経路確保の観 

 点から原則室内に設置する。通路（廊下）に設置する場合は、壁側に設置する旨、報告があ 

 った。 

・令和５年度ハラスメント防止研修を１１月１８日（水）に開催する旨、報告があった。 



・令和５年度内部監査基本計画について報告があった。 

・第１６回福島大学ホームカミングデーを１０月２８日（土）に開催する旨、報告があった。 

・研究 FD を１０月２６日（木）１５時３０分から開催する旨、報告及び出席依頼があった。 

・教員評価制度の改善について、松田評議員（自己評価委員）から、「教員評価基準表の見直 

 し」、「エフォート任意設定」について説明があり、意見聴取として１０月１７日までに松田 

 評議員まで意見を寄せて欲しい旨、依頼があった。 

２．「卒業研究科目」の特例履修の改正について 

原田教務委員長より、資料２－２に基づき、報告があった。 

３．学生生活実態調査について 

  熊谷学生生活委員長より、資料２－３に基づき、説明及び学生への周知依頼があった。 

 

【その他】  

１．全学ＦＤ研究会の開催について 

  篠田ＦＤ委員より、１０月２６日（木）開催（午前・午後）の説明及び参加依頼があった。 

 第３部（専門）として卒業時DP評価について、みらいホールで開催する旨、説明があった。 

  金子教員（研究担当責任者）より、研究FDを教育FD終了後に開催する旨、説明があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



食農科学研究科委員会（第７回）議事要録 

 

 

日時： 令和５年１０月１１日（水） １４時５０分～１５時１０分 

場所： 食農学類研究棟１階 みらいホール 

 

第６回研究科委員会の議事要録について原案のとおり確認した。 

 

【報告事項】 

１．学生の異動について   

原田教務委員長より、資料２－１に基づき、報告があった。また、今後、研究科ＦＤの開 

催を検討している旨、報告があった。 

２．学生生活実態調査について 

  熊谷学生生活委員長より、資料２－２に基づき、説明及び学生への周知依頼があった。 

３．食農科学研究科における授業料免除等選考に関する申合せについて 

  熊谷学生生活委員長より、資料２－３に基づき、授業料等免除の選考基準と本研究科のカ 

 リキュラムとの関係から、履修申請を以て「申請時における修得単位数」として取り扱い旨、 

 報告があった。 

４．農学系研究科（博士課程）教員資格審査について  

  神宮字評議員より、教員資格申請の提出までのスケジュール及び研究業績の条件について 

説明があった。特に、博士課程への進学を検討している学生を持つ指導教員は積極的に申請 

願いたい。また、副指導教員資格への申請する場合にも条件を満たすことを確認し申請願い 

たい旨、説明があった。 

 


